地域密着型サービス運営推進会議記録（第２回）


	施設名
	　グループホーム笑顔毎日・小規模多機能ホーム健祥会セビリア

	施設種類
	　認知症対応型共同生活介護

	開催日時
	令和3年7月

	会場
	　資料配布

	参加者
	利用者代表
	1人

	
	利用者家族代表
	1人

	
	地域住民代表
	６人

	
	有識者
	1人

	
	高齢者お世話センター
	1人

	
	市職員
	1人

	
	事業者
	１人



	報告事項
	・現況報告
・新型コロナワクチンについて
・面会の再開について
・意見交換

	
	

	議題
	
・新型コロナワクチンについて、入居者・利用者・職員の接種希望者は
　2回目の接種が概ね完了している。
・令和3年7月より、新型コロナウイルス感染症の地域での感染状況やワクチン接種の進展等を踏まえ、人数・時間制限、手指消毒・検温・体調確認・アクリル板の設置等、感染症対策を講じた上での面会を再開した。
・地域住民の高齢者（65歳以上）はワクチン接種が進んでいるが、若年層の接種がこれからということもあり、地域の集まり等はできていないとのこと。今後、ワクチン接種や感染症の動向を見極めながら、会議の開催を検討していく。

　

	
	



